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1．はじめに

　近年、 都市部では ヒ
ー

トアイ ラン ド環象が頻繁に見ら

れる。 そ の 原因は、排熱や地表面被覆の 人工化などの 都

市独特の もの で ある と言われてい る O。その 対策の一環

として 用い られて い る量上緑化には多くの 機能 が あり、

ヒートアイラ ン ド現象の緩和効果にとどまらず、生物多

様性の保全効果もそ の一
つ で、都市の生態系の再生に寄

与できると考えられてい る Pt。

　本報告では 、 都市内に創出した屋上緑化地に訪れた昆

虫 と行動軌跡の報告、更に は よ り多くの昆滋 を誘致する

ための要素 「誘致要素」 に つ い て考察する。 図 一1 屋上繰化地と周迎緑地

2、研究対象地

　研究対象地 として、神奈川県横浜市都筑区にある武蔵

工 i歉 学横浜キ ャ ン パ ス 内の 2階建て の 構造物 の 屋上に

12   （6m × 細 の 緑化地を創出した。都筑区は、緑資源の

一
体化や保存 、 入々 の 癒 しを目的として造られたグリー

ン マ トリッ ク ス を有して お り、これ は 生態的圃廊の 役割

を果たす生物の貴重な生息空間として も考えられて い る
3）。

屡 上緑化地を創出 した部室棟の 塵上の 面積は約 240  

で、部室棟か ら5m の 位置にはグリ
ー

ン マ トリッ クス の
一

部で もある大学所有（材呆全林（約 1．8ha）が存在して い る

（図
一1）。 この こ とか ら、 研究対象地周辺には 、 多くの 生

物が生臣、して い る可能陰があり、それらの生物がどの よ

うに屋上緑化地を利用するの か を知る事は、1eW　tw匕に

生物多様性の保金機能を持たせるとい う視点か ら意義が

あると考えた。

3．屋上緑化地の創出

（1）屋上緑化地の 目標設定

　騒 上緑化地を創出した場合、 飛行能力を有する生物が

利用する機会が多い と考えられるこ とか ら、チ ョ ウ類を

中心に昆虫類や，鳥類を誘致するこ とを N標 とした。今回

は、水場を常設 しない 黝 匕地が生物 の 誘致にどの 程

度効果を示す の か とい う実験的な意味も込めた緑化地を

創出した。また、植栽植物 に在轣 と郷土種を用 い るこ

とで 、種の 多様性と遺伝的多様性に配慮した。

　また、以下 の よ うに生物が餌として利用で きる植物を

植栽構成種 として選定 し縞 チ ョ ウ類 と鳥類につ い て、

文献 鱒 を参考に都筑区に生恩 して い る種を調 べ
、 そ の 種

が餌と して利用する植物 を調べ 鳥 ま た、利用 され て い

る植物 の 中か ら、対象地で ある都筑区で の 生育記録が あ

り e、驫上緑化に適 して い る植物を植栽構成種 として 選

定 した 。

（2）植栽植物の 選定

　昆虫類を誘致する ための 植栽植物 として、タテハ チ ョ

ウ科 ヒ ョ ウモ ン類の 食草で あるタチ ツ ボス ミ レ、ア ゲハ

チ ョ ウ類 の 多くが食草 とするサ ン シ ョ ウやカ ラ ス ザン シ

ョ ウ、 キチ ョ ウなどの 多くの チ ョ ウ類が食草とするマ メ

科植物 として」？・　＝ tハ ギなどを選定 し鳥 また 、 他にも多

くの チ ョ ウ類による吸蜜が期待で きるアザミや 、
ハ チ類

に よる吸蜜が期待で きる フ ジも植栽植物 として 選定 した 。

さらに、鳥類が好む実の なるカ ラス ザン シ ョ ウ、ム ラサ

キ シ キ ブ、イ ヌ ツゲ、ピ サカ キ なども植栽穂物と して 選

定した。

　選定した種にっ い て は 、 生物多様性i緑化ハ ン ドブ ッ ク

7）を参考に 、 植物の移勸に よ り遺伝的か く乱が生 じる可

餡性が少ない と考えられる範囲を生産地とする植物 （地

域性種苗）を調達した。
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（3＞屋上緑化地の デザイ ン と創出

1）ゾーニ ング

　櫃栽随物は 4つ の ゾー
ン に 区分 した（図 一2）。常緑樹中

心の 「常緑ゾー
ン 」 には、イ ヌ ツゲ、ピ サカキ、イボタ

ノ キ 、 ヤブツ バ キ、落葉樹中心 の 「落葉ゾ
ー

ン 」 に は、
ム ラサキ シ キ ブ、サ ン シ ョ ウ、

カ ラス ザン シ ョ ウ、ガ マ

ズ ミ、 草本中心 の 「蜜源 ゾー
ン 」 にはタチ ツ ボ ス ミレ

、

ア ザ ミ、ヤ ブ ラ ン、ジャ ノ ヒゲ 、 ヤ マ ホ トトギス 、ツ ル

性臆物中心の 「ツル棚ゾーン」 には、ス イカズラ、ヘ ク

ソカズラ、ミツバ ア ケ ビ、フ ジ などを植栽 し、さらに、

鳥の 止まり木 を兼ねた ツ ル 棚を設麗した。

2）緑化地の ヂザイ ン

　屡上緑化地を創娼する際｝嵐 荷重に一番影響を与える

と考えられる土壌につ い て最も考慮しなければならず、

土壌の 重量はなるべ く軽 い 方が理想的である。 そ こで、

木本を植栽する場所に最大限の土壌鷹（25  ）を確保し、

草本を植栽する場所 の 土壌は薄 くα5  ）する こ とに し

た 。 さらに、 隣接する体育館による西側 の β照や 、 風陶

き影響などを考え ゾー
ン を配置し、 屋上緑化地の デザイ

ンを行っ た 。

3）植栽基盤素材

　本研究では、ス ur リア （火山砂利）、ピーe
トモ ス 系土壌

改良剤 （モ ンモ リロ ナイ ト＋ ピfU
トモ ス ）、ウ ッ ドチ ッ プ

の 3種の素材を 3：2：5 （体積比〉の 比 率 で 混合し、植栽

基盤を遣っ た 。
ス コ リアは三宅島産の もの を使用 した 。

また、ウッ ドチ ッ プは学内の 保全林 の 管理 によっ て 産嵐

されたもの を利用 して お り、モ ウソウチクや広葉樹の 枝

を粉砕したチ ッ プで 構成 され て い る。

4）屋上緑化地の創出

　本屋上緑化地は、植栽基盤 の 底部に波形 を交互に交差

させることで窒隙部分 に水をためる事がで きる貯水 シ ス

テム を設 けて い る （図
一3）。貯水 シ ス テ ムか らバ ッ テ リ

ー

とポ ン プを使い潅水する こ とで、水遣りに つ い て は最抵

限の 管理 で 済む様に した
。 槭 したデザイ ン に基づ き、

上述 した 3 種 の 素材を混合 した植栽基盤を敷 き詰め、

20（略年 9〜11月に か けて植物を植栽し緑化地を創出した

（図 一4）。

4 ．調査方法

　（1）毘虫類モ 篇 タリング

　 2007 年 4 月 21 日か ら各月 1〜2 回の頻度で 、

AMllOO 〜PM4 ：00の 間で約 30分間、屋上緑化地内を見

て 回 り、目視法 ・見つ け取 り法で、緑化地内に訪れた昆

虫類を記録した 。 現場で 間定で きなかっ た種は穿頁を撮

影 もし くは個体を持ち帰 り同定を行 っ た。

（2）チ ョウ類の飛行軌跡調査

　2008 年 5 月 21 日から 2 週に 1〜 2 「巨程 度、1 日 の 中

で午前 （10：00〜11：30）・午後（12：30〜14：00）・夕方 （16：00
〜 17：30）の それぞれ の 中で 30分間、屋 ．ヒ緑化地がある

部蹇棟周辺 の チ ョ ウ類の 飛律欺跡を記録 した。調査者は

2〜3人 で行 い 、それぞれの 目視の 範囲内で出現したチ y

ウ類の種名 ・個体数 ・飛行軌跡を記録 した。また、調査

結果 に基づ き、出現回数の 上位 4種につ い ては、部塞棟

を障害物 として みな してい るかを考察す るために、部壑

棟か らの 距離を 5m 、 2．5m 、及び部窒棟屋 上 （緑化地で

な い部分も含む）の範囲内で の 躓現回数をまとめた ，
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なお、両調査 とも現在 も継続して調査をして い るが、本

報告で は 2007年 4月 21 日から2008年 8月 1 日まで の

デー
タを結果 として 示魂

5 ．調査結果

（1）昆虫類モ ニ タリング結果

　調査期間中に寵録された昆虫類は 5 目11科 14種であ

っ た （表 一1）。モ ン キチ ョ ウの 幼虫は、食蕈 で はない ホ

トトギス の葉の 上で 発見され、ホ トトギス には食痕と思

われるもの が あっ た。しか し、こ の 個体は発見 し てか ら

数日後には そ の 姿を確認で きなくなっ て い た 。 ア オハ ナ

ム グリは土壌に潜る成虫が確認された後に、土壌中で幼

虫も確認する事ができた。 クマ バ チは、2007年 4〜7 月

の 間ツル 棚に用い た竹に営巣してい るの が確認された。

ハ ラ ビ ロ カ マ キ リは 同
一
個体と思われ る もの が、2007

年5〜8月の 問ム ラサキシ キブの葉の上にい る姿が頻繁に

見られ た
。 ナ ミアゲハ につ い て は、2007 年 7 月 に カ ラ

ス ザ ン シ ョ ウの 葉の 上に卵を 5 個発見した の を期に、

2007年は合計 21 個 、 2008年は 8月 1 日まで に 6 偲の

卵が確認 された 。 産み付けられた場所は、その多くがカ

ラス ザ ン シ ョ ウの 新芽や著い 葉の 裏側であっ た。2007

年度は、確認 し た卵全て が無事に 孵化 したが、終齢幼虫

に な っ た 13頭を含む全て の 個体が姿を消 した。2008年

度は 6個中 5 個の 厠附匕が確認されたが、全て の 個体が終

齢になる前に姿を消 した。

（2）チ ョ ウ類 の飛行軌跡調査

　部黨棟周辺 で 出魂が確認 された種は、遠方で同定がで

きなか っ た種や稀な種を除くと、10種で あっ た （表
一2）。

一
番多く見 られ た の は ナ ミア ゲハ で、朝 と昼 に そ の 行勸

が多く見 られ鵡 他 の 種も同様に、eq　・昼に多く見 られ

たが、ク ロ ア ゲ ハ と外来種であるアカボ シ ゴ マ ダラは

昼 ・夕方に多 く見られた。

ま た、出現回数の 多い 上位 4種の そ れ ぞれ の 飛行勅跡

をま とめ た （図 一5）。そ の 結果、ナ ミア ゲハ は部室棟周

辺 の 植栽 された樹木の 周りを伝う様に移動して い た 。 ま

た、樹林の 上 空 を躑入 りする姿が多く見 られ た。

種

表 一1　 記録された昆虫類と出現鋳期
　 　 　 　 　 　 　 2007 2008

ナ ミテ ン トウ 〔幼虫 ．成虫冫

7 オハナ ム グリ〔幼虫 ．戒虫）

ホシ ハ ラ ピ ロ A りカ メム シ

　 ベ ツ＝ウハゴロモ

　 　 クマ バ チ

　 ニホンミツバ 亭

キ ン ケ ハ 3ナガツ ffパ チ

　 ハ ラ ピロ カマ キ リ

　 チヤ ミノガ（幼虫｝

ナミアゲ ハ （幼虫．成 虫）

　 　 クロ アゲ ハ

壱 ンキチ y ウ（幼 虫．成虫 ）

　 モ ン シ P 子 flウ

　 ヒメ ァカタテハ

4　　5　　6　　ア　　a　　g　 1σ　 11　 12　　可　　2　　3　　4　　5　　6　　T　　8

0 　Q　 Q 　Q 　 O 　 O　 O 　　　　　　　　　　　　　　　　　　O　 O

　 O 　　　O 　O 　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　 O

　 O

　 　 O 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 O

QO 　O 　O　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 o

99° °

　　
° ° 9

0　　　　　0

8°

o

Q
　 o

9。

　 　 　 　 　 　 　 o

種名の み記載の種は戍虫のみを確認L   08年8月 1日まで のヂータ

38

表 一2　飛行軌跡調査範囲内に幽現 した上位 1e種
‘
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　　これ ら上位 4 種 に つ い て、さらに部室棟の 周囲 5m

四 方 ・
　2．5m 四 方 ・部室棟の範囲内 を飛行した圃数を調

べ た （表 一3）。その結果、出現回数が 1位 の ナ ミアゲハ

は部察棟周辺までは来るものの 、 ほ とんどが部塞陳の 上

空を逓過しなか っ た。
一・

方、モ ン キチ ョ ウは部塞棟周辺

に飛来した個体の ほとん どがそ の まま部察棟の 上空を通

過 して い 鶴 ヤ マ トシ ジ ミは、部蜜棟周辺 で の 確認はあ

るもの の、部室棟を越える ことは無か っ た。

　 6 ．考察

　（1）昆虫類モ ニ タ リング

　 モ ニ タリン グで 確認 された昆虫 の 中で、幼虫 ・成虫 と

もに観察されたの は ナ ミテ ン トウ、ア オハ ナ ム グ リ、ナ

ミア ゲハ 、モ ン キチ u ウで あ っ た 。
こ の こ とか ら、こ れ

らの 種に とっ て は、本量上緑化地は繁殖の場と して機能

して い ると考えられた。 クマ バ チは ツル 棚に期い た竹の

空隙に営巣して お り、ア オハ ナ ム グリは、土壌中を生育

の 場 として利用 して い た。これ らの こ とか ら、食草以外

の 視点として、ツル 棚や 自然材料を用 い た植栽基盤な ど

の シ ス テ ム 的な面に よっ ても、ある程度の毘虫の誘致が

可能であるこ とが推察された。

　 また、数 日で姿が見えなくなっ たモ ン キチ ョ ウの 幼虫

と、多くの 個体力槲 匕したナ ミアゲハ の幼虫につ い て は 、

屋 上緑化地内外を捜索して も見っ か らなか っ たため、い

ずれも蛹になる前に鳥類や他の 毘虫に よ っ て捕食され た

可能 卜生が 高い と考えられた 。 さらに
、 同

一
個 体 と思われ

るもの が約 4 ヶ月間確認されたハ ラビ ロ カマ キリは 、 採

餌に も本屡上緑化地を利用して い た と考えられる 。 これ

らの こ とか ら、低次の 消費者を誘致する こ とで、い くつ

か の 高次の 消費者を連動して誘致で きると考えられた。

（2） チ m ウ類の飛行軌跡調査

　部室棟周辺 にお い て 、 出現回数が 1番多か っ た種はナ

ミア ゲハ で あ っ た が、部室棟の 控 を遇過 した回数は そ

れ ほ ど多くない こ とから、この種は 2階建て の人工物で

あっ て も障害物として みなして い ると考えられる。

…
方、

モ ン キチ ョ ウにお い て は、部室棟の 周辺 5m 以内を通過

した個体はほ とん どが そ の まま部童棟の 上空を通過 して

い るこ とか ら、こ の 種 は 2 階建て の 入 工 物で あ っ て も障

害物 として 見な して い ない こ とが推察 され鶴 さらに、

ヤマ トシ ジ ミにおい て は、部察棟 の 周辺 の 飛行が確認 さ

れるも、 屋上まで昇っ て くる個体は見られなか っ 鶴 こ

れは、ヤ マ トシ ジ ミの飛行能力が高くない ことや、部室

棟周辺 の地表亜付近には食草の カタバ ミが生育しでい る

ため で あ り、その ような生息環境特性から 2 階建 て の 屋

上 に まで 飛来す る 可能性が低 い こ と推察された。

（3）総合考察

　以上の こ とか ら、
12   とい う屋上緑化地で あっ て も 、

5 目 11科 14種の 昆曳類を誘致する箏がで きた 。 これは

食草だけ で無く、 屋 k緑化地 の植栽基盤やツル棚な どの

シ ス テ ム的な部分も誘致要素となり得る ことがわかっ た。

ま た、今回 は 1 っ の 事例 として 、2 階建て の 人 工 物 で あ

る部室棟をチ suウ類が障害物と して判断する か につ い て

考察 した。そ の結果、判断には種に よる違い があると思

われ鵡 しか し、 小 田原ら
S〕
はチ ョ ウ類にとっ て 高さ方

向へ の緑の連続性があれば、3 階陸度まで の建物はあま

り大きな抵抗要困にならない と述べ て い る。よっ て、高

さ方向へ の 緑 の連続性の 有無が そ の 判断 の
一一

因になると

考えられ る。 ま た、ヤ マ トシ ジ ミにつ い て は 、 本爆止緑

化地の 近 くに同等の 高さで設置されて い る他の厘 ．ヒ緑化

地 で は、同 じシ ジ ミチ ve ウ科の べ ニ シ ジミの飛来が確認

されてい る
9）。この ことか ら、シ ジミチ ョ ウ科の 中で地

衰面に生息す る種であっ ても、建物の 屋 上に飛来する事

は 不可能で は ない が、その確率は低い と考えられた。

7 ．今後の課題

　チ ョ ウ類の飛行軌跡調査 に おい て 、 今國は主に 2階建

ての 部室棟を障害物と してみなすか に つ い て考察を試み

た。しか し、チ ョ ウ類 にとっ ては部室棟が隣簇する体青

館と複合 して障害物と判断 して い るこ とも考えられ るた

め、今後はそれを踏まえた詳細な解所と共に 、 さらなる

調査の 継続が必要で あ ると考えられた。 ま た 、 部筌棟 へ

の 壁面緑化やプ ラン タ
ー

の 設置等で高さ方向の 緑 の連続

性を持たせ ることが 、 チ ョ ウ類を始めとする昆虫類の誘

致要紊になり得るか につ い て考える必要があるとも考え

られた。
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